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8 月例会に続き、12 時から暑気払いが

幕開けです。開会挨拶続きに、元気いっ

ぱいの乾杯でスタート。先ず会食は豊富

なメニューの料理が次々運ばれます。お

楽しみの余興に入り、フラダンスで開幕。

女性 4 名、男性 1 名のグループが、ハワ

イアンの軽快なリズムとメロディにのって

踊り、すっかりハワイ気分を楽しみました

。続いて、テーブル毎に「青い山脈」「憧

れのハワイ航路」や「赤トンボ」等の課題

曲を次々に歌いました。恒例のカラオケ

では、のど自慢の会員が次々に登場して

盛り上り、トリの安河内会員の「無法松の

一生」には、法被姿の応援者も飛び出し

て大盛り上がり。終わりは「わっしょい百

万夏祭り」の曲に「炭坑節」の振り付けで

全員輪になって総踊り‼無事閉幕でした。                 

(大川) 

楽しい楽しい暑気払い 
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日本プロバス協議会事務局報告 

新旧合同理事会を開催 

 11月 24日の第 10回総会に提案する議案の審議と、

新旧役員の引き継ぎも兼ねた全日本プロバス協議会

の新旧合同理事会が 8 月 31 日、東京・渋谷の代々木

倶楽部で開催された。 

出席したのは、新旧役員 30 名中 14 名。議案審議

は、古賀靖子会長の議長、幹事長松本忠の議案説明

で 2022～23 年度の事業計画と予算案、会則改正案、

役員選任議案等を原案通り総会に提案することを決め

た。次いで、第 10 回総会・東京八王子大会の開催概

要説明や第 11回総会・奈良大会開催月への希望を聞

いた。 

 

 

 

 

また、会長を 2期 4年間務めた古賀会長が全日本の

会員クラブ数の推移等コロナ禍の影響を紹介したが、

「新クラブを作ろうという動きもある」などと説明。これを

受けて次期会長に内定している、東京八王子の田中信

昭全日本副会長が抱負を述べ、参加者による盛んな意

見交換が行われた。同理事会には北九州プロバスの安

高洋一、住吉育代両全日本事務局幹事も出席した。               

（松本） 

 

 

 

 

                           

例会委員会   8月 23日 13名出席 

9月 6日  13名出席 

初めての例会委員会はザ・スチールハ

ウスで開催した。新メンバー14 名の内 13

名の出席者を得て、当委員会の多くの担

当項目の確認と役割分担の人選をした。

各委員の協力でスムーズに決まった。 

第 2 回目は湖月堂にて開催した。9 月

例会の卓話講師と内容についての確認

と、11 月と 12 月の講師選定についての

検討をした。また、ショートスピーチの発

表者、例会受付用人の検討確認をした。

その他、例会司会進行等についての有

意義な議論をした。 

いずれにしても、例会委員会の担当項

目の多さに身の引き締まる会議でした。

(大石) 
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広報委員会    9月 2日   10名出席 

 12時 30分～ホテルテトラ北九州で、新

委員と編集委員全員揃っての開催となっ

た。 昼食後、先ず「つながり 10 月号」の

編集会議である。新委員に説明しながら

進め、各々の原稿と写真の担当者を決め

トピックス情報等の情報収集も行った。 

続いて「Link23 号」の表紙カラーを決

定し、「随想」の執筆者校正を 9月例会時

に行うこと、編集委員全員に初稿原稿を

渡すことを周知した。 

 なお、「差別的な言葉」について、委員

会としての意見交換を行い、「編集規定」

の策定に向けて検討することとした。 

(内藤) 

 

 

 

 

 

8 月例会報告 
暑気払いのため、通常より１時間早い午前１１時に開会、お誕生日会は柴村美和子さん、吉田

秀子さん、古賀靖子さんの３人が対象で、吉田さんはまさにこの日が誕生日だった。植田会長から

記念品を受け取り、それぞれに謝辞をのべた。 

また、意見交換会で出された４委員会を例会、交流、広報の３委員会に改編、希望調査に基づ

いた、３委員会の新たなメンバー表が事前に配られ、古賀副会長が各委員会の人数調整を本人

の了解を得て行ったことなど説明した、委員会改編に伴う会則の改定についても報告があった、ま

た、ありがとう BOX の寄金贈呈先についても、見直しを役員会で検討した結果を報告、今年度は

従来通りの到津の森など３か所に送ることが承認された。 

引き続き、新委員会の委員長が抱負を述べ、18 日に「平和のまちミュージアム」で行う千羽鶴式

典贈呈式の参加を呼び掛けた。（安高） 

 



 

３ 

 

 

 

      初めての賞状           

No．63          谷口保徳会員  

 皆さんも賞状の 1つや 2つはお持ちのことと思

います。私が初めて賞状を貰ったのは、小学校

の 1 年生の時でした。1 年生の賞状と言えば、皆

勤賞か夏休みの宿題で賞を取ったとお思いでし

ょうが、私はそのような賞状とは無関係でした。

「夏休みの友」も最後の 2 日間で、親に𠮟られな

がら手伝ってもらい尻を叩かれ、9 月 1 日に学校

へ行ったものです。 

その賞状は、運動会で貰ったのですが、学校か

ら貰ったのではありません。当時の運動会のメイ

ン競技と言えば、今も同じリレーです。私たちの

年代は子どもが多く、町内対抗リレーが花形でし

た。1年生の時その選手に選ばれ、1番で 2年生

にバトンを渡し優勝しました。この優勝を記念し

て、町内会長名でいただいたのが、初めての感

謝状です。 

 5 年前、母が 102 歳で亡くなり遺品を整理して

いたら、その時の賞状が出てきました。母が保管

していたのに驚き、とても感謝しています。 

 今では、孫に見せ「じいちゃんは足が速かった

んだぞ」と自慢しています。 

 

 

鎮魂と平和への祈り 千羽鶴贈呈式 

令和 4 年 4 月 19 日に「北九州市平和のまちミュージアム」がオープンしました。 第二次世界大戦で

当地でも八幡の大空襲をはじめ、様々な悲劇がもたらされました。 小倉には「小倉陸軍造兵廠」があり、

原子爆弾の第一目標地でした。昭和 20 年 8 月 9 日、小倉上空には雲が立ち込め第二の目標地長崎

に投下され多くの犠牲者を出しました。 

旧活性化委員会では、鎮魂と平和の祈りを込めて千羽鶴の贈呈の提案させていただき、皆様のご協

力の下、8月 23日 11時より千羽鶴贈呈式が行われ、当会の植田会長と全会員の祈りの言葉を添えて、 

北九州市平和のまちミュージアム館長の重信幸彦氏へ千羽鶴を手渡しました。(古賀えみ子) 

♬ 歌をうたう会 ♬ 

 8月 17日、前日の例会暑気払いの疲れもある中

でしたが、夏の歌として「芭蕉布」の練習をしまし

た。ソプラノは高音のメロディーに、アルトは低い

音の動きに、そして、耳慣れない沖縄方言の歌詞

にチャレンジ。何とか綺麗な芭蕉布になるよう頑張

っています。 

 また、毎月の例会での「ハッピーバースデー」の

歌も「うたう会らしくハーモニーを付けましょう」との

植田先生のご提案がありました。次回例会では…

…？乞うご期待(笑) 

 さて、練習日変更のお知らせです。９月からは第

４水曜日（15 時～西小倉市民センター）になりま

す。変更によりご都合がつくという方、ご参加お待

ちしています。              (近藤弘子) 

                

                              

🖌 川柳を楽しむ会 🖌 

お題「お盆」特集  8月 6日～8月 16日 

この歳で毎日お盆と御正月        神田澄男 

盆参り年の数ほど多くなる         古賀靖子 

お盆にはおはやし太鼓で踊りふけ   吉田信雄

盆休み孫の元気に疲れ果て       大石照志 

盆踊り振る舞いカレーは食べまいぞ   松本 忠 

ご無沙汰の親族集り盆ジュール     近藤哲生 

お盆には袈裟をなびかせ暴僧族    近藤弘子 

(古賀えみ子 選) 
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食 美 会 

9月 6日 12時から、井筒屋レストラン街の「川淀」で開催。その日は 1週間ほど前から状況報道され、北九

州市民も準備万端の大型台風第 11 号が、早朝襲来するということで、世話役の吉田秀子会員も参加者の気

持ちを汲んで、丁重なライン通信を発信する等でしたが、7 人全員が参加。お好みを注文すると、これまた全

員が「セイロ蒸し」で意気投合。食べ終わった途端、残念なことではあるがテーブル単位の会話に。ウナギの

油のせいか口が滑らかになり話が弾みました。次回は台湾料理です。 (古賀靖子) 

 

 

 

 

 

 

ありがとう BOXメッセージ８月分（五十音順、敬称略） 

★暑気払い楽しかったです。（遠藤）★夏バテに勝つ（大川）★新委員会のメンバーも決まり、皆様と共

に頑張っていきます。誕生祝有難うございました。（古賀靖子）★コロナ禍の中でも楽しい会です！！（近

藤哲生）★暑気払い楽しく終えられて良かったです。（近藤弘子）★お誕生日のお祝いありがとうございま

した。（柴村）★残暑お見舞いといいたいところですが、今年は暑すぎです。（新城）★（住）★コロナ禍、

酷暑の中にあって皆様の元気なお顔を見るとホッとします。（住吉）★何とか生存中です（竹原）★大きな

声で歌ったカラオケ、楽しかったです。（内藤）★健康第一（中山）★ウクライナに早く平和が訪れますよう

に。（橋本）★500 円入れました（洞）★ありがとうＢＯＸ、感謝（松永）★（松本）★（眞鍋）★（安高）★コロナ

とウクライナ、早く終われ（吉田信雄）★楽しい暑気払いが開催されて良かったです。（吉田秀子） 

収支報告    ７月末残高       143,925円 

                     8月分収入(例会)    10,138円 

                     8月末残高       154,063円 

 

 

               

🍷 ワインを楽しむ会 

 8 月 21 日（日）午後 6 時からリップで開催。今月は、かつ

てのメンバー3 人の復帰（京谷ご夫妻、大川会員）により、

10 人の参加者を得て、やっと安定した開催ができる段取り

がついた。新旧メンバーの久しぶりの顔合わせやリップのマ

スターとのご縁などに話が咲き、コロナ禍でマスク着用では

あるが、久しぶり賑わった。ワインはブルゴーニュの白、カ

ルフォルニアワインの真価と銘醸地として世界に知らしめた

醸造元の赤、１９８３年よりサントリーが所有しているボルド 

ーの赤（タンニンと酸味が見事に 

調和のとれた）の 3種に、料理は 

マスターの腕を窺わせる美味な 

ものであった。  (古賀靖子) 

 

写真はオードブル盛り合わせ 

 

🍶 日本酒の会 

 8 月 30 日夕べ、定刻に銘酒バー

「NAO」に 8 名が参集。グラスに松江の

「超王禄」が注がれ乾杯でスタート。60％

精米の純米吟醸酒は柔らかな口当たりが

心地良く、ネットでも評判のようだ。２杯目

は山形県鶴岡市の「栄光富士」でこれも

のど越しがよい。続いて福島の「廣戸

川」、シメは佐渡の「北雪端麗」と口福の

極みを実感。オーナー夫人の家庭料理

風に工夫された肴がずらりと並び、皆さん

笑顔である。 なお、世話人の藤原会員

は変わらず、副世話人が新城会員に交

代する話し合いも行って、ほろ酔い、満

足感に包まれて散会した。 (内藤) 

 

8月の誕生！おめでとうございます (敬称略)  

柴村美和子 (13日)  

     吉田 秀子 (16日)  

古賀 靖子 (23日)   ✨ 米寿です 
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